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（第２６週） 　（調査医療機関8か所の総患者数）
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20歳以上 1 1
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＊竹田市感染症情報（竹田市独自集計）＊

【新しい

ヘルパンギーナが増加しました
今週は13名の報告があり、先週の1名から増加しました。大分県全体も定点あたり2.78名となり、先週からやや増加しました。
ヘルパンギーナは、主に5歳以下の小児で流行する夏かぜの1つです。典型的な症状は、急な発熱、のどの奥に小さな水疱ができ
る、のどの痛みなどです。高熱とのどの痛みで食欲不振となり、乳幼児では脱水を起こすこともあるため、こまめな水分補給をこころが
けましょう。症状がよくなっても、便の中にウイルスが排泄されるため、オムツ交換やトイレの後は石けんでしっかり手洗いをしましょう。

手足口病:引き続き流行発生警報発令中
今週は7名の報告があり、先週からわずかに減少しました。大分県全体では定点あたり10.94名となり、先週の14.39人から減
少しています。石けんと流水で手を洗い、タオルを共用しないように気をつけましょう。

夏に流行する感染症について
この時期は、”夏かぜ”といわれる「手足口病」「ヘルパンギーナ」「咽頭結膜熱」の報告が増加します。「子どもがかかるもの」と思わ
れがちですが、大人もかかります。また、原因となるウイルスの型には多くの種類があるため、1シーズンに何回もかかることもあります。
近年では、「RSウイルス感染症」や「新型コロナウイルス感染症」も夏期に増加傾向がみられているため、注意が必要です。
いずれの感染症も、手洗い・咳エチケット・換気などの基本的な感染対策が重要です。アルコールが効きにくいウイルスもいるので、
流水と石けんでこまめに手洗いを行いましょう。

大分県豊肥保健所 作成
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出典：月刊厚生労働2024年7月号
「夏を安全に楽しもう！感染症対策ガイド」


